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事象から関数関係を見いだし考察し表現する力
を育む指導の工夫

－「一次関数」の指導を中心として－

全国学力・学習状況調査や鹿児島学習定着度の結果をみると，鹿児島県は，「関数」領域

の平均正答率が低く，課題がみられる。この課題を解決するために，「関数」領域における

指導の在り方について説明し，最後に「一次関数の活用」における授業例を示す。
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１ はじめに

全国学力・学習状況調査や鹿児島学習定着

度調査の結果において，「関数」領域は，

「主に『知識』に関する問題」，「主に『活

用』に関する問題」の両方で正答率が低く，

課題であった。令和３年度全国学力・学習状

況調査の結果からは，全国平均との差はあま

り無く，改善傾向は見られたが，その正答率

は，十分とは言えない状況である。そこで，

「関数」領域の指導について，本指導資料で

述べることにする。

２ 「関数」領域の指導のねらい

中学校数学科においては，いろいろな事象

の中に潜む関係や法則を数理的に捉え，数学

的に考察し表現できるようにすることをねら

いとする。そのために，具体的な事象の中か

ら二つの数量を取り出し，それらの変化や対

応を調べることを通して，関数関係を見いだ

し考察し表現する力を３年間にわたって徐々

に高めていくことが大切である。

関数指導の意義については，次の二つの面

が考えられる。

・ 身の回りの具体的な事象を考察したり

理解したりするに当たって，事象の中に

ある二つの数量の依存関係に着目し，

表，式，グラフを用いて考察すること

が有用であること

・ 関数を用いて具体的な事象を捉え考察

し表現することは，これまでの数学の

学習の捉え直しやこれからの学習にお

いて重要な役割を果たすこと

これらを踏まえ，「関数」領域について，

「知識及び技能」と「思考力，判断力，表現

力等」における指導のポイントに分けて説明

する。

３ 「関数」領域の指導のポイント

「知識及び技能」についての指導のポイン

トは主に二つである。

○ 関数についての基礎的な概念や性質を

理解させること

○ 表，式，グラフを用いて関数の特徴を

表現させること

伴って変わる二つの数量の変化や対応を調

べることを通して，比例，反比例，一次関数，

２乗に比例する関数を文字を用いた式によっ

て表し，グラフの特徴や変化の割合などの関



数の性質や関数に関連した基礎的な概念であ

る座標や，変数と変域について理解させるこ

とが大切である。

また，関数の特徴を見いださせる場合で，

表，式，グラフが有効なことを理解させると

ともに，関数として捉えられる二つの数量の

変化や対応の特徴を表，式，グラフによって

適切に表現できるようにさせることや場面に

応じて適切な表現を選択できるように指導す

ることが大切である。

「思考力，判断力，表現力等」についての

指導のポイントは主に二つである。

○ 関数として捉えられる二つの数量に

ついて，変化や対応の特徴を見いださ

せ，表，式，グラフを相互に関連付け

て考察，表現させること

○ 関数を用いて事象を捉え，考察，表

現させること

表，式，グラフを用いた関数の考察の方法

は，どの関数の学習にも共通するものである。

表，式，グラフを単独で用いるのではなく，

相互に関連付けて関数の特徴を考察する力を

伸ばせるような指導の工夫が必要である。関

数は，自然現象や社会現象を能率的に記述し

考察するために生まれてきたものであり，表，

式，グラフを用いて表現し明らかになった事

柄を他者に説明することによって，その理解

は一層深められる。そのため，関数を用いて

具体的な事象を捉え考察するとともに，その

考察の過程や

結果を表，式

グラフを用い

て説明できる

ように指導す 図１ 表，式，グラフの関連

ることがポイントである(図１)。

日常生活や社会の事象などの具体的な場面

に関数を活用させる場合には，事象の中にあ

る数量の関係を既習の関数とみなして処理し，

導かれた結果を事象に即して判断し，説明さ

せることが重要になる。

３ 諸調査結果から見えること

令和３年度全国学力・学習状況調査におい

て，次のような関数の意味を理解しているか

を問う問題が出題されている。

この正答率は，県が49.5%，全国でも48.0%

であり，50.0%に到達していない。

また，令和２年度全国学力・学習状況調査

では，下記の「変化の割合を求めることがで

きるか」という数学的な技能を問う問題が出

題されているが，その正答率も50%程度であ

り，基礎的な問題と考えると高いとは言えな

い(※令和２年度の結果は，かごしま学力向

上支援Ｗebシステムでの県正答率)。

関数を用いて事象を捉え考察する場面では，

具体的な事象の中から伴って変わる二つの数

量を取り出して，その変化や対応の様子に着

目して関数関係を見いだし，その関数の特徴

を調べるための方法として変化の割合を用い

たり，表，式，グラフから特徴を捉えたりす

る必要がある。しかしながら，関数，変化の

割合の意味，既習の関数の表，式，グラフの



関係などの基本的な事項を習得して，それら

を用いることができるようにすることが十分

とは言えない。そこで，まずは，関数の意味

や関数の特徴を学習した後に，それらを整理

して，説明することができるかを確認させる。

その後，それらを用いて，考察，表現できる

ようにしていきたい。

４ 基本的な事項の習得を図る指導

例えば，単位時間の授業の中や単元のま

とめの際に，図２のような単語カードを作成

し，いつでも数学的な表現を用いて説明する

ことができるようにすることが考えられる。

図２ 単語カードの例

評価問題などでは，上の場合であれば，右

側のような用語を答えさせる問題はよく見ら

れる。しかしながら，用語そのものの意味や

特徴を問う機会はそう多くない。

また，授業において全体へ問いかけ，数名

の生徒が答えて終わるという場面を見かける

ことがある。自分事として，一人一人がその

説明ができなければ，活用場面でも一人で解

決することはできない。

単語カードの他にも方法としては，ノート

の１ページを二つに分けて，左右で単語カー

ドと同様にすることも考えられる。また，タ

ブレット等を利用したフラッシュカードなど

も考えられる。

基本的な事項の習得を図るポイントとして

は，以下のような工夫が考えられる。

○ 一人一人が説明する場面を設定する。

○ 一人またはペアなど少人数でも復習や

確認ができるような方法（単語カード，

フラッシュカードなど）を工夫する。

○ 反復できるようにする。

○ 短時間で行えるようにする。

基礎的な事項を確認する場面としては，次

のような場面が考えられる。

ア 単元の導入の時間

イ 授業の最後や次の時間の最初

ウ 授業で関連する場合はその都度

エ 既習事項を活用する授業の中

オ 家庭学習

上記の五つの場面について，「一次関数」

の例で説明する。

アの場面では，単元の初めに第１学年で学

習した「比例・反比例」の学習を確認する場

を設定する。例えば，黒板に「比例とは」，

「比例の表」，「比例のグラフ」という項目

だけを示し，その間に，生徒に，思い付くこ

とを書かせ，全体で確認する（反比例につい

ても同様）。そうすることは，新たな関数

「一次関数」の学習においても，比較しなが

ら特徴等を獲得することにつながる(図３)。

図３ 項目を与えまとめさせた板書の例

イの場面では，学習内容を十分に理解して

いるかを確認するために，ペアで説明させた

り，紙に書かせたりする時間を短時間でも設

定したい。

ウにおいては，例えば，一次関数のグラフ

の特徴を見いだす授業において，再度，比例

のグラフを確認する場面を設定する。比例と

比較することで，同じ点や異なる点を見付け，

ていくことができる。

エの場面については，かごしま学力向上支

援Ｗebシステムの単元の評価問題を基にした

授業例の中（次頁）で示すことにする。

オについては，単語カードやノートなどに

既習事項をまとめさせ，一人でも反復して確

認できるようにし，家庭学習につなげたい。



５ 一次関数の活用における授業例について(かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの単元の評価問題を基にした指導例)

６ おわりに

事象から関数関係を見いだし考察し，表現

するためには，生徒一人一人が表，式，グラ

フの関係を理解し，それらを用いて説明でき

るようにならなければならない。そのために

は，機会を捉えて，生徒自身に説明させたり，

記述させたりする場面を設定するなどして，

生徒が一人で考察できるようにしていきたい。
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